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初めに

慢性肝疾患患者さんは検査の意義、食事内容、

病期を理解することで、より良い治療効果が

得られ、医師、看護師、薬剤師、栄養士等を含めた

チームの連携が不可欠であります。

この連携を行う方法として肝臓病教室は近年普及

しているシステムであり、当院でも2012年より

導入しました。



当院での肝臓病教室の歴史
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2013年2月23日 肝臓病教室の２回目を開催



2013年5月25日 肝臓病教室の3回目を開催



受講者数の推移
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肝臓病教室を楽しくつづけるために

医療への興味 と 患者さんの笑顔

医療への
興味

患者さんの
笑顔



肝臓病教室のあり方

肝臓病教室の適切な人数）

講義型 VS 対話型

患者さん選択について）

A) 選択性（選出） VS 勧誘性（ランダム）

B) 発表内容について）

C) 決まった内容 VS 毎回異なる内容

クエスチョンネアー



当院の肝臓病教室のあり方

肝臓病教室の基本内容

前半 ： 患者さんへの情報提供

後半 ： 患者さん同士のグループワーク

A)患者さんの適切な人数

人数が多いことの利点と、欠点は？

利点 ： 意見を多くの方が共有できる

欠点 ： 発言しずらい。参加されない方もいる。



当院の肝臓病教室のあり方
A)患者さんの適切な人数



当院の肝臓病教室の流れ

O 当院にて講義行う。【３０分】

O グループディスカッション
ファシリテーターとして当院のメンバーが一人つく。
【６０分】

講義内容から、
紹介する患者を

決める

肝臓病教室に来られたことのない
患者に対して紹介している

講義内容も新しいものを中心に行っている。
「トルバプタン」や「サルコペニア」など

O 受診時に医師から当院の肝臓病教室の紹介を
受ける。



当院の肝臓病教室のあり方
B）講義内容



当院の肝臓病教室の特徴
肝臓病教室内容を決定方法

～毎回異なる内容～

肝臓病教室準備委員会で次回内容を相談

現在のトピックスを中心
例：C型肝炎治療の選択

サルコペニア
肝性腹水とトルバプタン

内容決定方法

患者さんのニーズから
例：薬剤投与の意味

血液検査の見方

内容決定方法
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例）
肝臓病教室実行委員での話題
サルコペニアとは何？

⇒肝臓疾患でも話題らしい



次回肝臓病教室で
発表決定

サルコペニアとは何？

当院の肝臓病教室の特徴
肝臓病教室内容を決定方法

～毎回異なる内容～

肝臓病教室準備
委員会で検討

発表者決定

患者さんを
勧誘

肝臓病教室開催

開催3ヶ月前
開催3ヶ月前

開催2ヶ月前

開催1ヶ月前

発表スライドを
準備委員会で確認



当院の肝臓病教室の特徴
肝臓病教室内容を決定方法

～毎回異なる内容～

これまで内容
第１回 C型慢性肝炎治療（テラビック） 慢性肝炎の食事療法

第2回 肝炎進行の経路 肝疾患に対する薬剤投与

第3回 慢性肝炎と運動療法 脂肪肝と栄養指導

第4回 ガイドライン作成のアンケート

第5回 C型肝炎新しい治療（シメプレビル） 肝硬変新しい治療（サムスカ）

第6回 慢性肝疾患検査の見方

第7回 慢性肝炎と薬剤 慢性肝炎と食事療法

第8回 慢性肝疾患と日常生活 慢性肝疾患と血液検査

第9回 慢性肝疾患とサルコペニア（運動療法） 慢性肝疾患とサルコペニア（食事療法）



当院の肝臓病教室のあり方
C）患者選択法

選択制
（選出）

勧誘性
（ランダム）



当院の肝臓病教室の特徴
O 毎回、異なる講義・新しい話題の講義を行っ

ている。

O リピーターがほとんどいない。良く足をつるんですよ

同じように足が
つってしまう方はいますか？・・・・・

話が弾むようになるまで時間がかかるので、
肝臓病教室の終了時間が伸びてしまうこともしばしば・・・



当院の肝臓病教室の特徴
O 毎回、異なる講義・新しい話題の講義を行っ

ている。

O 初めての患者が来られる。

O 利点

O 様々な患者に話を聞いてもらえる。

O 様々な経験を教えてもらえる。

O 欠点

O リピーターがいないことから、話が弾むまで
時間がかかる。

O ファシリテーターの教育が不可欠。



当院での肝臓病教室のこれからの課題

2015年4月1日 肝臓病教室準備委員会新チームが発足

O 患者のニーズと肝臓病教室準備委員のニーズを合致

⇒医療従事者の満足で終わらない

O 新しいメンバーの成長

O 肝臓病教室の効果を検定する



今後は・・・・

O 肝臓病教室を通して得た知識と仲間・
患者から得た経験をもとに、今後は研究も・・・

O 2014年 JSPEN
「検査前食の有用性」

O 2015年 JSPEN
「肝硬変における

新たな飲水制限」



Thank you for your kind attention

Innovation is Everywhere

ご清聴、ありがとうございました


